
全ての期間が
青色or水色
の場合

…

過去に緑色の期間があるが、
直近（５年間程度）は

青色or水色の場合
…

過去に黄色の期間があるが、
直近（５年間程度）は

青色or水色の場合
…

直近まで
黄色～橙色

の場合

リスク低
減効果

「ほとん
どなし」

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、過去に国内でBSEが暴
露・増幅した可能性は低く、その
後国内安定性が改善したため、現
在は国内でBSEが暴露・増幅してい
る可能性は非常に低いと考えられ
る。
　また、食肉処理工程におけるリ
スク低減効果が「ほとんどなし」
と推定されたことから、我が国に
輸入される牛肉等がBSEプリオンに
汚染されている可能性は否定でき
ないものの非常に低いと考えられ
る。

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、過去に国内でBSEが暴
露・増幅した可能性は否定できな
いが、その後国内安定性が改善し
たため、現在は国内でBSEが暴露・
増幅している可能性は低いと考え
られる。
　また、食肉処理工程におけるリ
スク低減効果が「ほとんどなし」
と推定されたことから、我が国に
輸入される牛肉等がBSEプリオンに
汚染されている可能性は否定でき
ないと考えられる。

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、過去に国内でBSEが暴
露・増幅した可能性は否定でき
ず、現在も国内安定性が不安定な
状態であるため、今後も暴露・増
幅が続く可能性があると考えられ
る。
　また、食肉処理工程におけるリ
スク低減効果が「ほとんどなし」
と推定されたことから、我が国に
輸入される牛肉等がBSEプリオンに
汚染されている可能性があると考
えられる。

…

リスク低
減効果

「非常に
大きい」

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、過去に国内でBSEが暴
露・増幅した可能性は低く、その
後国内安定性が改善したため、現
在は国内でBSEが暴露・増幅してい
る可能性は非常に低いと考えられ
る。
　また、食肉処理工程におけるリ
スク低減効果が「非常に大きい」
と推定されたことから、SRM除去な
どの措置が適切に行われている限
りにおいては、我が国に輸入され
る牛肉等がBSEプリオンに汚染され
ている可能性は無視できると考え
られる。

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、過去に国内でBSEが暴
露・増幅した可能性は否定できな
いが、その後国内安定性が改善し
たため、現在は国内でBSEが暴露・
増幅している可能性は低いと考え
られる。
　また、食肉処理工程におけるリ
スク低減効果が「非常に大きい」
と推定されたことから、SRM除去な
どの措置が適切に行われている限
りにおいては、我が国に輸入され
る牛肉等がBSEプリオンに汚染され
ている可能性は無視できると考え
られる。

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、過去に国内でBSEが暴
露・増幅した可能性は否定でき
ず、現在も国内安定性が不安定な
状態であるため、今後も暴露・増
幅が続く可能性があると考えられ
る。
　しかし、食肉処理工程における
リスク低減効果が「非常に大き
い」と推定されたことから、SRM除
去などの措置が適切に行われてい
る限りにおいては、我が国に輸入
される牛肉等がBSEプリオンに汚染
されている可能性は非常に低いと
考えられる。

*：現時点の回答書（回答書のデータがない場合は貿易統計のデータ）に基づいて、暫定的に置いたものである。

総合評価の方向性案（たたき台）－暫定版－

現
状
の
食
肉
処
理
工
程
に
お
け
る
リ
ス
ク
低
減
効
果

侵入リスクと国内安定性の組み合わせ（生体牛のリスク）

　侵入リスクと国内安定性の評価
の結果から、国内でBSEが暴露・増
幅した可能性は無視できると考え
られる。
　したがって、我が国に輸入され
る牛肉等がBSEプリオンに汚染され
ている可能性は無視できると考え
られる。

オーストラリア？* チリ？* ブラジル？* メキシコ？* ハンガリー？*
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	詳細版（局長指摘・打合せ後）

